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最近, 種の分頼にgen i tal Iaの形状が利用されることが多く なったが, 徴小甲虫の

geni ta l i aの抽出にはかなり高度の技術が であり, なかなか. うまく取り出せないこと

がある.
私は0 t td Seheer pe1t z氏から和田義人氏あての私信 (1953 年 ) による, つき'のよ
うな複出液を利用して相当好成種・をあげているので, ここに紙面を借りて紹介したし、. なお.
この方法を教えていただいた画氏に深い解の意を表する。

すなわち, 「 96 g:rad i ge r A1koho ' ( 96 度のアルコール) 60 f i eoe t i e

( 蒸種水) 35 % 十E9s i gs'l ure ( 取 ) 5 % 」のl民ei、被に虫体をつけると,  小形の'、ネ
カクシ等はa通a三の関係でg en l t a:L i aが日然と出てくる。
私の経験では, A1eoohr inae ( ヒグプトハネカクシ亜科) のものは非常によく 出る。

この場合, 採集してすf'の標本の方がよく, 又一設ほどつけておくのがよし、 St aphy -
1 i n i nae ( ・'、ネカクシ重科) , Paeaer inae ( ア1'ガターネカクシ重科 ) や

:aister idae ( エンマムシ科) のものもかなりよく出るが, Sapr inus ( マグ、::' エンマ

ムシ属 ),等の.ように黄 色の光沢のあるものはや、最つtl く変色する離点がある' genital ia
を出したまま標本にしておくと再び引こんでしまうので, !it体から切りはなして保存するか,
B?aa;L cr i t ie eにつづく筋内質のところを組表_. つけておく と よい。 な Qxypor i nae

( セスジ'、ネカクシ亜科) のものは非常.に出にくい1.
以上を線合すると, このl l出液tt蘭単にgeni tat Iaが抽出できて非常に便利であるが,
フ:i能波というわけにはいかなし、。 又, ハネ・カクシ.・ エンマムシ以上の甲虫に試みたことがなく ,

1. , 百 本でやってみたこともないが, 管さんの研究に幾分かでも役だてば華いであるo

l 通1954 tこ再び同氏から「 lーテル提合液で虫を殺した直後 ( 2 ~ 3時間 )
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に,  96 度のアルコール60 十普通の水30%十 性の酢10 % 合液に虫体を2 日ほどi
.

l

つけるとgen i t'a◆Iaの細部が出て'くるから, これを乾操する」という便りがあったことを付

記して筆を置く。

月 例 会 前 種

従来第三土曜の午後に開かれて来た月例会には困難な問題が幾つもあった。 .士曜日の午後は
案外忙しくて参加出来る人が少いこと, 会場を信りている博物館で自然研究会の 会が例会

と重複する機会の多いことなどがその主な原因であっ「ニ。 そのため月例会の意図する会員総 i
の規1陸と知識の交換は余り果たされず, 顔見知りの少数の会員による雑談会に終ることが多か

ったo

ここでalえって考え直して見ると, これ迄の月例会でも終了後軽い夕食を共にする場合が多

く , 仕事が終って後から参加する人もあって, ;:二次会の方が盛况'? と云う場面もしばしば見ら

れた。

それではむしろ平日の夕方からの方が都合のつく人が多いのではないかとの意見が出てfl,:事
諸氏の御努力もあってその第一回が6 月22 日( 金) に開かれることとなった。

当日午後六時, 林幹事自ら入口での出;理え に恐結しながら狭い階段を上ると, そこはミナミ

いもl直噪も何処へやら, 忽然と虫屋天国が出現していた。 珍らしい水戸野先生の顔や飛び
l

入りの峰の佐藤納氏が腹をゆすって談笑しているのが限につく。 顔911 の人も初対面の人も

互いに打ち解けて, 三々 五々 と語り合し、  なごやかな 囲気が標よっていた。 ・ 一方, その後も

続々 と現われる会員に世話役もとまどって購しい をあげ, 足のとれたぉぜんゃ果ては麻

台まで動員される始末 それも一段落つくと, 大倉乾事のあいさつ, 会員の紹介があり和気あ

いあいの中に夕食を済ますと, いよいよ待望の日本産甲虫チェックリスト( ァトキl'ゴミムシ
頼) の配布とその解説に入った。 リストが活字になったのも港しく, 同じ属内での近似関係に

よる配列法も新趣向で担当の芝田氏の御努力を多としたし、。 ただ, 毎回感じることではあるが,
この様な場合に標本の供覧が最も望ましい形とは云え , 微小種や破損の心配, 回覧の方法など
に間題があるとすれl 紙にマジックインキで図示する程度のことはやって欲しいb  今回は斑

故の徴妙な変化が問題となるだけに特にその感を強< した。

その後 新着図書の紹介, 回覧があり, 各人が恩い思いの話題に話をはずませ, コーヒーを
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すする内に前 も通さ, tl、し振りに好き時を持ち 考びに りは・尽きない;0、 一応解最、と .
なり, 次会での再会を約して開会となつ':i。 とにかｫ 大先輩あり. 定速あり, 新資あaの ,

にない 況で, 日出度<第一回は終了したb -

.

なお, 会終了後, 一部の会員は関西の不良虫屋の集として名高い;集異最店'e:::,次会を開,き,
そこでのみ破もまた数多いがこ 面で ま違意することとした。 C生谷義一)

- ・ - , . _ a 理学 第 ' o参0会量を軸0で下さい
会前れとなりまし ｽので次新会量 50  ci l lを iくとも1  1  ,月 30日造に御納
入下さしt ・

・                    .
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所 変 更

月 , 例 会

●・8国例al 昭和37年5月19 日
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出席者: 後藤光男 ' 林 匡大 ・ 河野 洋・ 村上喜与志- 中川宗次郎・ 大倉正文
林 医大 -・ ・ ・ 日本産天牛類について ( 5 )

第・ 8回例会 昭和3 7年6 月2 2 日

出席者: 春木集多 ' 林 屋夫 ' 広田嘉正・ 生谷義一 - 今中 宏・ 石田  裕・ 加治木義博・

河野 洋 ' 河野伊三郎 ' 松国 厚 ' 水戸野武夫・ 村上喜'・f志・ 大倉正文・ 佐藤 納

' 沢田高平 ' 芝田太一 ・ 山口道夫・ 吉川正彦
芝田太一・・ ・・ 日本産アトキリゴミムシ類について(1 )
林 屋夫・・ -・新着図書の紹介, 回覧

第S 0回例会 昭和3 7年8月1 7 日

出席者 : 藤国国雄 ' 林 E大 ' 石田 裕・ 河野 洋・ 松田 厚・ 村上喜与志・ 成瀬善一郎 ・

大倉正文 ' 芝田太一 ・辻 啓介・山口道夫・ 横山 創・ 吉川正彦

芝田太一 …・ 日本産アトキリゴミムシ類について(2)
昭和 3 6 年度収支決算書

(自昭和36年1 月1 日
_

)至昭和36 年12月31 日
日本甲虫学会

収 入 の 部 支 出 之 部

入 会 金

会 費

パツクナンハー 代

判 刷 代

図 鑑 印 税

大 会 会 費

雑 収 入

前期繰越 金
合 計

1,15a0 -+-
1 72,680 -

1 9, 60 0 -
15, 40 0 -
4 4, 200 -

6, 0 00 -
2 2,2 08 -

229,948 -
511, 53 6 -

印 刷 費

通 信 費

消 耗 品 費

大 会 費

幹 事 会 費

合 計

差引次期操越金

180,467 -
3 1 8 24 -l

12,390 -
15,320 -

5, 470 -
3,740 -

249,211 -

262, 325 -

・.
 

-

志資製品のあっ せん

インロー型標本箱 大形50 0円( 定価530円) , . 小形330円( 定価350円)
昆虫針 ( ステンレス無頭) 1 ~ 3 号 各号とも100本包 70円
その他の品については, お問合せ下さ、,、。
なお, 現品は芝田太一氏宅( 大阪市東区淡路町4 丁目68 電話 : 231 局8756 )
にありますから, 必ず風呂数か包装用具を御持参でお越し下さし、。

r標本には小形で美しい本会時製のラベルをお使い下さい
、 _
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